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テーマ別シンポジウム | 学校保健体育研究部会 | 【課題B】保健体育授業をいかに良質なものにするか

学校保健体育研究部会【課題 B】テーマ別シンポジウム／より良質な保健体

育授業の具体像を考える　その３―子どもたちの「豊かなスポーツライ

フ」の実現に向けて、教師が身に付けるべき資質・能力とは―
コーディネーター：澤江 幸則（筑波大学）、原 祐一（岡山大学）
2023年8月31日(木) 10:10 〜 12:10  RY203 (良心館２階ＲＹ２０３番教室)

子どもたちの豊かなスポーツライフを支えるために求められる良質な保健体育授業とは何かを検討してきた過去

2回のシンポジウムを踏まえて、今回は、それを実現へと導く教師が身に付けるべき資質・能力について議論する

ことにした。 

　具体的には、既存のスポーツや知識を伝えるだけではなく、さまざまな社会情勢に応じて対応できる力、つま

り運動やスポーツ、健康な生活を「創る」力や、いろいろな人の力と協調する「つながる」力が求められるとい

う前提のもと、ご自身の教師経験と若手育成の実務経験から中村氏（京都市立下京中学校）、教員養成課程に関

わる三田部氏（筑波大学）から、教員をめざす学生の課題を踏まえ、特に運動やスポーツを「創る」力を育成す

るうえでの取り組みについて、学校体育現場への豊富な助言経験をもつ宮口氏（石川県立大学）から、スポーツ

科学という学際的な知見や人材が体育授業とどう「つながる」ことができるかについて話題提供していただくこ

とにした。 

　これらの話題をもとに、子どもたちの豊かなスポーツライフを支える教師の資質とは何かを、教師教育という

観点から議論してみたい。
 

 

スポーツを創る力を育てられる教師
*三田部 勇1 (1. 筑波大学)

＜演者略歴＞ 

1989年より、茨城県公立小学校及び中学校に22年間勤務。2011年より茨城県教育庁保健体育課指導主事として

2年間教育行政に携わり、2013年より現職。日本体育科教育学会常任理事、小学校体育（運動領域）指導の手引

（スポーツ庁）作成協力者。

 
予測困難な時代を生きる子どもたちが豊かなスポーツライフを実現するためには、柔軟な考えを持ち、その場や

多様な集団に合わせて、スポーツを「創る」力が求められる。演者は現在、教員養成に携わり、保健体育科の指

導法において模擬授業を実施している。その過程において、学生の一つの大きな特徴として挙げられるのが、自

身の受けてきた授業と部活動での運動経験による、練習を積み重ねて試合に向かうような授業観である。また既

成の公式ルールや固定観念にとらわれ、柔軟に運動教材やルールを工夫するといった考え方が出来ない面も見ら

れる。しかし、実際の学校現場においては、運動の技能やスポーツへの興味関心に大きな差が生じている子ども

はもちろんのこと、障害のある子どもや外国籍の子ども等が所属する多様な集団に対しての指導に直面すること

になる。そういった場で、子どもたちの実態に合わせて取り上げる教材や手立てを変えていく、子どもに工夫す

るポイントを提示して運動の行い方を考えさせるといった、柔軟な対応力が資質能力として必要であると考え

る。それを身に付けるためには、教科指導の専門性のみならず、自己の視野を広げる多様な経験が必要であ

り、本シンポジウムではその事例をもとに考えを述べていく。


